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中
国
中
世
に
お
け
る
真
理
観
の
ー
l
l
吉
蔵
二
諦
論
と
中
仮
の
論
理
|
|
は
じ
め
に
真
理
は
た
と
い
一
つ
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
把
握
の
仕
方
は
能
力
の
相
違
に
よ
っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
そ
の
表
現
の
仕
方
品
ま
ち
ま
ち
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
そ
れ
が
、
「
言
語
道
断
、
心
行
廃
滅
」
と
い
う
具
合
に
、
思
慮
や
言
説
を
離
れ
て
お
り
、
人
聞
の
通
常
の
知
性
の
働
き
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
す
る
立
場
に
立
つ
仏
教
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
言
説
で
は
表
現
し
え
ず
思
慮
に
よ
っ
て
は
把
握
で
き
な
い
真
理
を
、
す
べ
て
の
人
々
に
あ
ま
ね
く
悟
ら
せ
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
の
だ
が
、
真
理
を
と
ら
え
る
手
段
と
し
て
、
と
も
か
く
も
言
説
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
少
く
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
の
人
に
対
し
て
一
様
の
説
き
方
を
す
る
の
で
は
な
く
、
各
人
各
様
の
能
力
(
仏
教
で
は
こ
れ
を
機
根
と
い
う
)
に
見
合
う
よ
う
に
、
工
夫
し
て
臨
機
応
変
に
説
き
示
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
さ
て
こ
そ
、
如
来
の
慈
悲
は
、
普
ね
く
衆
生
を
夜
、
ヮ
側
面
前
野
官
子
も
の
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
真
理
の
説
き
方
が
、
人
に
よ
り
場
合
に
よ
っ
て
、
多
様
化
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
如
来
の
教
え
を
書
き
し
る
し
た
も
の
と
確
信
さ
れ
た
大
小
乗
さ
ま
ざ
ま
の
仏
典
が
、
相
前
後
し
て
続
々
と
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
に
、
色
々
な
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
た
教
、
え
が
、
雑
然
と
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
仏
教
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
教
相
判
釈
は
、
そ
の
混
在
す
る
多
様
な
教
え
を
、
人
々
の
機
恨
の
多
種
多
様
な
あ
り
方
を
ふ
ま
え
、
釈
迦
一
仏
が
、
順
序
次
第
を
考
慮
し
て
、
体
系
的
に
説
き
明
か
し
た
も
の
と
の
観
点
か
ら
、
強
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
加
。
き
て
、
仏
の
教
え
が
、
多
機
な
人
々
の
機
根
そ
れ
ぞ
れ
に
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
で
は
、
人
々
の
機
根
は
何
故
に
異
な
っ
て
く
る
の
か
、
又
、
人
々
の
機
根
と
仏
の
教
え
と
は
ど
の
よ
う
に
相
応
し
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
、
人
々
は
真
理
を
悟
り
う
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
が
お
こ
っ
て
く
る
こ
と
も
ま
た
不
可
野)
避
で
あ
ろ
う
。
数
多
く
の
仏
典
が
将
来
さ
れ
翻
訳
さ
れ
た
六
朝
時
代
も
末
、
附
代
か
ら
唐
代
初
め
に
か
け
て
は
、
仏
典
に
つ
い
て
の
研
究
も
随
分
と
す
す
み
、
機
般
に
関
す
る
考
察
も
深
ま
っ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
『
浬
紫
経
』
の
仏
性
思
想
に
つ
い
て
の
諸
家
の
論
説
や
、
あ
る
い
は
、
『
法
華
経
』
に
み
ら
れ
る
声
聞
・
練
覚
・
菩
磁
の
三
釆
に
つ
い
て
の
諸
学
派
内
研
究
な
ど
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
今
、
私
は
、
J
4
F
・
吉
弘
前
』
・
『
十
一
一
門
静
の
三
論
宅
。
り
ど
こ
ろ
と
す
る
吉
蔵
教
学
の
二
諦
論
、
な
か
で
も
衆
生
の
機
畑
山
と
悟
り
と
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
所
論
の
分
析
を
通
し
て
、
吉
蔵
が
真
理
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
又
そ
の
考
え
方
が
中
国
中
陛
仏
教
の
展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
を
、
吟
味
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
士
口
蔵
を
と
り
あ
げ
る
理
由
は
、
彼
の
ニ
締
論
的
中
で
、
特
に
重
要
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
る
教
締
・
於
諦
と
い
う
考
、
λ
方
が
、
機
根
と
悟
り
の
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で
、
独
特
の
も
の
を
持
っ
て
お
り
、
他
的
仏
教
諸
学
派
に
与
え
た
影
響
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
伊
。
高面相似の観理
守
口
問
4
A
W
 
キ
Jお世中
吉
蔵
の
教
学
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
、
一
定
の
範
鴫
咽
の
も
と
に
す
べ
て
の
問
題
を
総
合
・
帰
納
す
る
と
い
う
性
質
を
も
た
3
ず
い
従
っ
て
体
系
化
を
指
向
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
指
摘
さ
れ
て
8
い
目
。
三
論
の
教
学
は
、
一
般
に
、
破
邪
顕
正
・
真
俗
二
諦
・
八
不
中
道
の
三
つ
の
方
面
か
ら
述
べ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
言
わ
れ
加
。
三
論
教
学
の
大
成
者
で
あ
る
吉
蔵
も
、
ニ
諦
・
二
智
・
八
不
を
三
本
の
柱
と
し
て
、
そ
の
教
学
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
柱
が
固
有
の
問
題
を
別
々
に
取
り
扱
っ
て
い
る
と
言
う
よ
り
も
、
あ
る
時
は
二
部
、
あ
る
時
は
二
智
、
ま
た
あ
る
時
は
八
不
と
い
う
形
を
と
っ
て
教
設
を
展
開
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
根
本
は
一
に
「
無
所
得
」
に
よ
っ
て
民
か
れ
て
い
る
。
「
無
所
得
し
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
今
は
、
特
に
教
諦
・
於
諦
の
概
念
を
手
が
か
り
と
し
て
、
衆
生
の
機
根
に
関
す
る
考
え
方
を
見
て
い
く
の
で
、
二
諦
論
に
限
っ
て
考
察
す
る
。
た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
二
諦
諭
は
吉
蔵
教
学
の
中
心
的
課
題
を
担
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
皐
覚
、
吉
蔵
教
学
全
体
の
分
析
に
通
底
す
る
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
行
論
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
吉
蔵
の
ニ
諦
諭
の
梗
概
を
、
初
期
会
稽
時
代
の
著
作
『
二
諦
義
』
(
T
・
必
)
を
材
料
に
見
る
。
更
に
そ
の
展
開
を
、
機
恨
と
悟
り
と
に
関
す
る
こ
と
が
ら
に
視
点
を
し
ぽ
っ
て
、
中
期
揚
州
時
代
の
コ
ニ
論
玄
義
』
(
T
・
M
M
)
、
後
期
長
安
時
代
の
『
中
観
論
疏
』
(
T
-
U
)
を
材
料
に
探
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
す
加
。
一
、
ニ
詩
論
の
成
立
|
『
ニ
詩
義
』
を
材
料
に
二
諦
と
は
、
『
中
論
』
『
大
品
般
若
経
』
等
で
説
か
れ
る
世
俗
諦
(
俗
締
)
と
第
一
義
諦
(
真
締
)
と
で
あ
印
。
吉
蔵
以
前
の
人
々
は
、
二
諦
を
二
つ
の
真
理
、
即
ち
、
俗
諦
を
俗
世
間
で
の
通
俗
的
な
真
理
、
84 
真
諦
を
俗
世
間
を
超
え
出
た
絶
対
的
な
真
理
l
仏
陀
の
悟
り
そ
の
も
の
、
と
と
ら
え
て
き
た
け
れ
ど
も
、
吉
蔵
は
、
師
の
興
白
玉
寺
法
朗
の
説
を
受
け
継
い
で
、
二
諦
と
は
真
理
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
言
教
、
つ
ま
り
真
理
に
つ
い
て
の
こ
と
ば
に
よ
る
教
え
に
す
ぎ
な
い
、
と
規
定
す
る
。
探
嶺
興
皇
巳
来
、
挫
明
ニ
諦
是
教
。
所
以
山
中
師
手
本
二
諦
疏
云
、
二
部
者
、
乃
是
表
中
道
之
妙
教
、
窮
文
言
之
極
説
。
道
非
有
無
、
寄
有
無
以
頼
道
。
理
非
一
二
、
因
一
二
以
明
理
。
故
知
ニ
諦
是
教
也
。
(
M
m
b
)
今
明
、
二
部
非
理
、
乃
是
方
便
教
門
。
・
:
賞
無
二
論
、
方
便
説
二
、
令
悟
不
二
、
故
二
締
是
教
門
也
。
(
邸
C
)
こ
の
二
諦
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
「
不
二
」
の
「
中
道
」
の
「
理
」
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
お
い
て
、
い
ま
し
ば
ら
く
、
二
諦
の
論
を
追
っ
て
い
こ
、
っ
。
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
本
当
の
す
が
た
は
、
有
る
と
も
い
え
ず
無
い
と
も
い
え
ず
(
非
有
非
無
)
、
何
も
硲
た
る
本
質
を
持
た
な
い
の
だ
が
、
現
実
の
世
界
に
お
い
て
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
て
、
凡
夫
に
は
有
な
る
す
が
た
が
真
実
と
し
て
、
聖
人
に
は
無
な
る
す
が
た
が
真
実
と
し
て
、
誤
ま
っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
仏
・
菩
薩
は
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
と
ら
え
方
に
沿
っ
て
、
教
説
を
開
陳
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
吉
蔵
は
、
二
締
に
つ
い
て
、
教
諦
と
於
諦
と
に
分
け
て
考
え
る
。
有
南
極
二
諦
、
一
於
諦
、
二
教
師
。
:
諸
法
性
空
、
世
間
期
例
制
有
、
於
世
人
局
寅
、
名
之
筋
論
。
諸
賢
聖
民
知
凱
倒
性
空
、
於
聖
人
是
賞
、
名
之
鳳
訴
。
比
印
二
於
諦
.
諸
併
依
此
而
設
、
名
掲
教
締
也
。
(
部
C
)
於
諦
と
は
、
も
と
も
と
非
有
非
無
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
本
当
の
す
が
た
が
、
人
々
に
お
い
て
は
有
あ
る
い
は
無
と
固
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
人
々
の
機
棋
の
相
違
に
応
じ
た
誤
ま
っ
た
と
ら
、
正
方
の
こ
と
で
あ
り
、
教
諦
と
は
、
そ
う
し
た
人
々
の
誤
ま
っ
た
と
ら
え
方
の
速
い
に
応
じ
て
、
有
と
か
無
と
か
い
う
こ
と
ば
で
説
き
明
か
さ
れ
る
仏
菩
薩
の
教
え
を
言
、
っ
。
そ
こ
で
、
「
所
依
是
於
詩
、
説
法
是
教
諦
也
U
(
乃
a)
と
言
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
所
依
の
於
諦
に
つ
い
て
は
、
得
失
取
拾
が
一
往
認
め
ら
れ
、
凡
夫
に
お
い
て
真
実
と
と
ら
え
ら
れ
る
有
は
失
、
す
な
わ
ち
ま
と
は
ず
れ
で
あ
り
、
聖
人
に
お
い
て
真
実
と
と
ら
、
手
句
れ
る
無
(
空
)
は
得
、
す
な
わ
ち
ま
と
を
射
て
い
る
、
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
諸
法
於
凡
是
有
、
此
有
焼
失
。
諸
賢
聖
良
知
諸
法
空
、
此
空
潟
得
。
示
其
空
有
、
令
識
得
失
、
令
其
拾
有
皐
空
、
改
凡
成
虫
也
。
(
幻
C
)
と
い
う
よ
う
に
、
ひ
と
ま
ず
凡
夫
と
聖
人
と
の
得
と
失
と
の
速
い
を
示
し
て
、
凡
夫
を
し
て
凡
有
を
真
実
と
見
る
立
場
を
捨
て
て
袈
空
を
真
実
と
見
る
立
場
に
進
ま
せ
、
真
実
の
悟
り
へ
参
入
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
仏
・
菩
躍
は
そ
こ
で
、
人
々
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
応
じ
て
、
仮
り
に
有
と
か
無
と
か
い
う
こ
と
ば
で
説
法
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
仏
・
菩
院
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
的
真
実
の
す
が
た
野)
は
「
非
有
非
無
」
で
あ
る
と
、
ど
う
し
て
直
接
に
説
き
明
か
さ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
愚
か
な
九
夫
は
、
直
接
に
非
有
非
無
だ
と
説
い
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
で
や
む
な
く
仏
・
菩
薩
は
、
仮
り
に
有
で
あ
る
と
か
無
(
空
)
で
あ
る
と
か
と
説
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
非
有
非
無
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
真
実
相
を
、
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
加
(
叩
a
)。
説
有
説
無
、
説
非
有
非
無
、
並
是
教
、
非
是
理
。
一
往
開
理
教
者
、
教
有
言
説
、
理
不
可
説
。
理
既
不
可
説
、
云
何
得
情
。
所
以
得
悟
理
者
、
必
仮
言
説
。
居
同
是
故
、
説
有
無
、
説
非
有
無
、
位
是
教
、
皆
令
悟
理
官
。
(
ω
b
)
 
高
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
真
実
相
は
、
こ
と
ば
で
説
く
こ
と
が
出
来
な
い
面
と
し
て
も
、
そ
れ
を
悟
ら
せ
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
言
説
の
4
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
仮
り
に
有
・
無
と
説
き
、
町
一
時
に
は
非
有
非
無
と
説
き
示
し
て
、
こ
れ
を
た
よ
り
に
し
て
人
々
に
明
不
可
説
の
真
理
を
悟
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
司
守口
引
き
て
、
仏
・
菩
薩
の
説
法
的
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
於
諦
に
つ
い
て
、
川
先
き
に
い
ち
お
う
、
凡
夫
に
お
い
て
真
実
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
有
工
は
失
で
あ
り
、
聖
人
に
お
い
て
真
実
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
無
(
空
)
中
は
得
で
あ
る
、
と
い
う
具
合
に
評
価
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
も
帽
一
往
そ
う
評
価
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
は
得
と
さ
れ
る
5
聖
人
的
見
解
さ
え
も
、
仏
-
菩
世
肢
の
説
法
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ま
8
と
は
ず
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
言
於
諦
失
者
、
有
於
凡
是
寅
有
、
空
於
聖
是
寅
空
、
此
空
有
於
凡
聖
各
寅
、
是
故
鶴
失
也
。
一
一
盲
教
諦
得
者
、
如
来
誠
諦
之
言
、
依
凡
有
説
有
、
有
不
住
有
、
有
表
不
有
、
依
聖
無
説
無
、
無
不
住
無
、
無
表
不
無
。
此
則
有
無
二
表
非
有
非
無
不
二
。
(
花
C
)
有
と
み
る
の
も
無
(
空
)
と
み
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
凡
夫
・
聖
人
に
お
い
て
真
実
絶
対
と
固
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
、
有
無
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
非
有
非
無
と
い
う
こ
と
を
表
わ
そ
う
と
す
る
仏
・
菩
薩
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
所
詮
偏
っ
た
理
解
に
す
ぎ
な
い
。
人
々
が
、
仏
・
菩
薩
が
有
と
説
き
無
(
空
)
と
説
く
の
を
聞
い
て
、
そ
の
有
・
無
に
執
着
し
、
そ
れ
を
絶
対
の
真
実
だ
と
信
じ
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
仏
・
菩
薩
の
教
え
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
ぴ
真
理
に
つ
い
て
誤
ま
っ
た
見
解
を
も
つ
こ
と
で
あ
り
、
「
菓
教
成
於
」
と
言
わ
れ
る
。
今
明
、
於
諦
皆
失
者
、
非
是
所
依
於
締
皆
失
、
乃
是
票
教
成
於
、
此
於
諦
皆
失
ロ
何
者
、
如
来
説
有
、
矯
表
不
有
、
説
無
、
矯
表
不
無
、
説
二
、
馬
表
不
二
。
彼
間
有
作
有
解
、
間
無
作
無
解
。
間
有
作
有
解
、
有
於
凡
賞
、
名
俗
諦
、
間
無
作
無
解
、
無
於
盟
賞
、
名
第
一
義
訴
。
此
之
二
諦
皆
失
。
解
云
、
如
来
説
有
、
矯
表
不
有
、
説
無
、
矯
表
不
無
、
説
二
、
令
識
不
二
、
奉
指
令
得
月
。
而
衆
生
間
有
住
有
、
聞
無
住
無
、
守
指
志
月
、
住
教
遺
理
。
宣
非
是
失
耶
。
(
内
a
i
b
)
二
皆
失
者
、
二
皆
是
於
、
故
二
皆
失
。
・
何
者
、
諸
法
未
曾
空
有
、
於
凡
謂
有
、
於
聖
詞
空
。
一
色
於
空
有
雨
縁
-
成
空
有
故
、
此
空
有
位
是
失
也
。
(
m
c
l
M
a
)
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吉
蔵
に
お
い
て
、
二
諦
と
は
こ
と
ば
に
よ
る
教
え
に
す
ぎ
な
い
と
規
定
さ
れ
る
か
ら
、
仏
・
菩
薩
が
有
と
か
無
(
空
)
と
か
説
く
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「
言
忘
慮
絶
」
な
る
真
理
を
人
々
に
悟
ら
せ
る
た
め
の
方
便
な
の
で
あ
り
、
そ
の
有
と
か
無
(
空
)
と
か
い
う
言
説
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
一
万
の
黙
阿
弥
で
あ
る
。
仏
・
盟
国
薩
の
目
的
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
人
々
に
非
有
非
無
な
る
中
道
の
理
を
悟
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
機
恨
の
相
違
に
応
じ
て
展
開
さ
れ
る
仏
・
菩
薩
の
説
法
の
あ
り
方
を
ひ
と
ま
ず
段
階
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ、っ。θ
説
世
諦
説
第
一
義
諦
、
令
衆
生
悟
第
一
義
諦
。
:
・
此
則
閲
凡
聖
得
失
二
論
、
令
衆
生
情
第
一
義
諦
。
明
凡
夫
世
人
矧
倒
謂
有
、
聖
人
民
知
順
倒
性
空
、
令
捨
有
入
空
、
改
凡
悟
型
、
血
中
央
従
得
。
衆
生
改
凡
成
拍
車
者
、
悟
第
一
義
放
也
。
(
U
b
)
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
有
で
あ
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
た
凡
夫
衆
生
に
対
し
て
、
空
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
悟
り
に
至
る
た
め
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
段
階
で
あ
る
。
。
説
二
献
、
令
蹴
有
無
二
見
。
・
園
周
若
有
無
二
見
衆
生
故
、
菩
薩
住
二
諦
説
法
也
。
借
有
以
出
無
、
住
世
論
破
無
見
ι
借
無
以
出
有
、
住
第
一
義
破
有
見
。
故
説
二
諦
破
二
見
也
。
(
m
b
)
次
は
、
仏
・
菩
薩
の
有
と
か
無
と
か
い
う
教
え
を
受
け
た
結
果
、
か
え
っ
て
そ
れ
に
執
着
し
て
し
ま
い
、
備
ょ
っ
た
見
解
に
陥
っ
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
そ
の
偏
見
を
打
ち
破
る
段
階
で
あ
る
。
②
説
有
無
、
令
悟
非
有
非
無
、
説
二
、
悟
不
ニ
也
。
:
此
則
理
教
義
也
。
(
m
M
b
)
 
最
後
に
、
仏
菩
磁
が
有
と
か
無
と
か
説
く
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
真
実
相
が
非
有
非
無
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
人
々
に
中
道
の
真
理
を
陪
ら
せ
る
段
階
で
ふのマ
A
V
。
こ
と
ば
は
元
来
、
非
常
に
限
定
的
な
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
現
実
の
世
界
に
お
け
る
人
々
の
誤
っ
た
認
識
も
、
そ
の
こ
と
ば
の
性
格
を
十
分
に
わ
き
ま
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
生
じ
て
く
る
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
ま
た
こ
と
ば
は
、
真
理
を
直
裁
に
指
し
示
す
に
は
、
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
吉
蔵
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
仮
り
そ
め
の
も
の
、
方
便
と
い
う
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
と
ば
に
対
し
て
、
真
理
を
表
す
手
段
と
し
て
の
一
つ
の
指
標
と
い
う
働
き
を
、
与
、
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
実
世
界
に
お
け
る
人
々
の
誤
っ
た
認
識
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
人
々
の
迷
い
は
、
実
に
各
人
各
様
で
あ
り
、
こ
と
ば
に
対
す
る
人
々
の
誤
解
も
、
極
め
て
根
深
い
も
の
が
あ
る
。
か
く
さ
ま
ざ
ま
な
衆
生
の
機
根
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
迷
い
に
対
応
し
て
、
二
税
論
も
多
様
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
申
。
そ
の
千
差
万
別
な
衆
生
の
機
根
の
あ
り
ょ
う
を
、
あ
る
程
度
パ
タ
ー
ン
化
し
て
考
え
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
仏
・
菩
薩
に
よ
っ
て
説
き
出
さ
れ
る
二
諦
の
教
え
に
対
し
て
、
は
ど
の
よ
う
な
誤
解
を
抱
く
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
問
、
何
人
失
二
部
耶
。
解
云
、
大
而
矯
言
、
有
雨
極
人
失
ニ
締
。
一
者
、
不
事
二
諦
失
二
諦
。
二
者
、
事
二
諦
失
二
諦
。
(
m
b
)
第
一
に
、
仏
・
菩
薩
の
教
え
を
ま
だ
学
ん
で
い
な
い
外
道
凡
夫
で
あ
り
、
第
二
は
、
仏
・
菩
薩
の
教
え
を
受
け
な
が
ら
、
か
え
っ
て
迷
い
を
生
じ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
後
者
は
ま
た
、
大
乗
の
機
根
で
二
諦
を
学
ぴ
な
が
ら
迷
っ
て
い
る
人
々
と
、
小
乗
の
機
根
で
二
諦
を
学
び
な
が
ら
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
迷
っ
て
い
る
人
々
と
に
分
か
れ
町
る
。
更
に
細
か
く
見
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
『
事
二
部
成
性
二
諦
・
聞
有
住
有
、
間
無
住
無
大
来
皐
二
部
失
二
d
{
「
撃
二
部
成
一
空
締
{
啓
二
部
成
一
締
{
，
{
削
申
二
諦
成
一
有
諦
(お
c
l
剖
a)
{
性
有
失
ニ
諦
数
人
・
毘
曇
小
乗
不
誠
二
締
失
二
部
{{
邪
空
失
二
諦
:
・
成
論
人
人
々
中国中世における真理観的-iUU而(高
カずのこ
第第所、この
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明明山極論う
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87 
第
三
節
二
諦
義
、
比
二
締
者
、
有
無
二
、
非
有
無
不
二
、
説
二
説
不
二
鳥
世
諦
、
説
非
ニ
非
不
二
億
民
諦
。
(
卯
C
)
こ
の
三
種
の
二
諦
は
、
人
々
の
モ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
対
応
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
真
理
を
悟
ら
せ
る
と
共
に
、
一
人
の
機
根
に
対
し
て
段
階
的
に
示
し
て
、
次
第
を
ふ
ん
で
悟
り
へ
と
導
く
働
き
も
持
っ
て
い
る
(
漸
捨
)
。
此
之
三
極
(
ニ
諦
)
、
只
得
儒
一
級
、
亦
得
震
三
縁
者
。
・
・
初
節
馬
凡
夫
。
・
:
第
二
重
矯
破
二
乗
人
。
:
第
一
-
E
且
嬬
破
有
得
菩
薩
。
・
此
印
嬬
五
乗
馬
三
縁
、
閲
三
種
二
諦
。
赴
此
三
線
、
皆
令
悟
一
来
一
道
、
若
悟
此
三
郎
究
覚
。
(
m
u
a
i
b
)
あ
る
機
根
を
も
っ
た
人
聞
が
段
階
を
ふ
ん
で
真
実
の
悟
り
へ
と
至
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
機
畑
山
が
変
化
し
う
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
吉
蔵
は
、
『
二
諦
義
』
の
中
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
明
確
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。
士
ロ
蔵
の
言
教
の
二
諦
論
で
は
、
二
諦
は
、
無
に
は
有
・
有
に
は
無
(
空
)
と
い
う
相
反
す
る
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
に
非
有
非
無
な
る
真
理
を
悟
ら
せ
る
と
い
う
、
方
法
論
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
二
諦
は
こ
と
ば
に
よ
る
教
え
だ
と
規
定
さ
れ
る
以
上
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
締
の
教
え
を
受
け
る
側
の
人
々
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
二
諦
を
あ
く
ま
で
も
方
便
で
あ
る
と
理
解
し
、
有
と
説
か
れ
、
無
(
空
)
と
説
か
れ
る
の
を
聞
い
て
∞
∞
も
、
そ
れ
に
執
着
せ
ず
に
、
有
に
お
い
て
無
(
均
三
を
観
、
無
(
空
)
に
お
い
て
有
を
観
て
、
無
(
空
)
・
有
い
ず
れ
か
ら
も
自
由
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
二
時
を
並
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
言
、
つ
の
は
、
有
と
言
い
無
(
空
)
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
仮
り
の
言
説
で
あ
り
、
従
っ
て
、
二
締
と
し
て
説
か
れ
る
有
と
無
(
空
)
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
ら
定
ま
っ
た
本
質
を
持
た
ず
、
両
者
は
相
即
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
師
嘗
云
、
仮
名
説
有
、
仮
名
説
空
、
俄
名
説
有
儒
世
諦
、
仮
名
説
空
矯
民
諦
、
既
名
俄
有
、
即
非
有
偶
有
、
既
名
限
空
、
印
非
空
揚
空
、
非
有
馬
有
、
非
異
変
之
有
、
非
空
母
沼
豆
、
非
異
有
之
空
、
非
異
空
之
有
、
有
名
宝
有
、
非
異
有
之
宝
、
空
名
有
空
、
有
名
宝
有
故
、
空
有
印
有
空
、
空
名
有
空
故
、
有
空
即
空
有
也
。
師
稗
相
即
義
、
方
言
如
此
。
(
m
c
)
か
く
二
締
を
並
観
す
る
為
に
は
、
方
便
と
自
覚
し
た
上
で
二
訴
を
学
ぶ
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
如
来
設
有
無
二
時
、
潟
表
不
二
之
道
。
有
方
使
者
、
間
二
情
不
二
、
論
理
悟
教
、
名
教
諦
。
無
方
使
者
、
間
二
住
二
、
不
識
理
迷
教
、
名
於
諦
。
(乃
b
)
只
是
二
一
諦
、
有
方
使
用
牢
郎
成
仮
、
無
方
使
間
宇
即
成
性
。
有
方
便
故
潟
得
、
無
方
便
故
潟
失
。
二
諦
未
曾
性
限
得
失
。
性
仮
得
失
、
出
自
雨
繰
也
。
(
∞
∞
c
)
方
便
と
自
覚
す
る
、
即
ち
有
方
便
と
は
、
有
と
設
か
れ
無
(
空
)
と
設
か
れ
る
の
を
聞
い
て
も
そ
れ
に
執
著
せ
ず
に
、
真
理
を
悟
る
手
段
と
し
て
の
か
り
そ
め
の
一
一
育
教
で
あ
る
と
と
ら
え
る
態
度
を
言
う
。
そ
の
よ
う
な
態
度
で
、
二
諦
の
相
却
を
と
ら
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
現
実
の
世
界
に
即
し
て
品
官
一
日
ノ
な
ら
ば
、
そ
の
有
方
便
の
立
場
は
、
さ
ま
さ
ま
な
現
象
は
す
べ
て
因
縁
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
煩
悩
に
つ
い
て
も
「
本
自
不
生
、
今
亦
不
滅
」
(
位
b
)
と
、
煩
悩
そ
れ
自
体
に
生
じ
た
り
滅
し
た
り
と
い
う
本
質
は
な
い
の
だ
、
と
悟
る
こ
と
で
あ
り
、
畢
覚
、
「
有
所
得
断
常
衆
生
、
行
有
所
得
法
日
(
m
c
)
と
い
う
有
無
二
見
に
執
著
し
た
凡
夫
衆
生
町
立
場
を
、
「
無
所
得
諸
仏
菩
薩
、
常
行
無
所
得
法
U
(
m
c
)
と
い
う
執
着
の
な
い
仏
・
菩
薩
の
立
場
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
問
。
寸
無
所
得
」
が
、
吉
蔵
教
学
の
根
本
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
二
、
ニ
諦
論
の
展
開
I
l『
三
論
玄
義
』
を
材
料
に
前
節
で
、
初
期
の
著
作
『
二
諦
義
』
を
材
料
に
、
吉
蔵
の
二
諦
論
の
大
よ
そ
の
と
こ
ろ
を
見
た
が
、
続
い
て
、
中
期
揚
州
時
代
の
著
作
『
三
論
玄
義
』
(
T
・
日
出
)
を
材
料
に
、
二
諦
論
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
コ
ニ
論
玄
義
』
は
、
印
度
か
ら
伝
わ
っ
た
『
中
論
』
司
百
論
』
『
十
二
門
論
』
の
三
つ
の
論
が
仏
教
の
核
心
で
あ
り
、
そ
の
教
義
の
中
心
が
何
で
あ
る
か
を
わ
か
り
や
す
く
解
き
明
か
す
こ
と
を
眼
目
と
し
た
著
作
で
あ
る
。
全
体
は
、
「
破
邪
」
「
顕
正
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
が
、
前
半
の
「
破
邪
」
の
部
分
で
は
、
外
道
・
昆
曇
・
成
実
・
大
乗
と
い
う
よ
う
に
、
外
か
ら
内
、
小
か
ら
大
、
浅
か
ら
深
へ
と
順
を
追
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
派
に
つ
い
て
、
誤
っ
て
い
る
点
を
い
ち
い
ち
挙
げ
な
が
ら
こ
れ
を
破
り
、
後
半
の
「
顕
正
」
の
部
分
で
は
、
前
半
の
「
破
邪
」
を
受
け
な
が
ら
、
三
論
が
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
目
ざ
す
論
書
で
あ
る
か
を
解
説
す
る
、
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
と
い
、
つ
の
も
、
夫
適
化
無
方
、
陶
誘
非
一
。
考
聖
心
、
以
息
忠
馬
主
。
統
教
意
、
以
通
理
矯
宗
。
(
l
a
)
如
来
の
教
え
は
、
一
様
で
は
な
い
が
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
々
の
種
々
の
迷
い
、
誤
り
を
正
し
て
、
不
二
中
道
の
理
を
悟
ら
せ
野
る
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
高
こ
の
不
二
中
道
の
理
は
、
前
節
で
述
べ
た
無
得
・
無
住
の
別
名
で
面
あ
り
、
仰
義
本
者
、
以
無
住
帰
値
中
、
此
是
合
門
。
於
髄
中
、
問
団
同
雨
用
、
謂
民
丹
俗
、
此
是
用
中
、
即
是
開
門
也
。
(
M
C
)
醐
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
不
二
中
道
の
理
を
体
と
す
る
な
ら
ば
、
真
俗
碍
二
諦
は
、
体
を
開
い
た
用
の
関
係
に
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
両
者
は
、
制
い
づ
れ
も
中
道
的
理
を
正
し
く
表
し
て
い
る
の
で
、
世中国中89 
開
二
正
、
一
者
髄
正
、
二
者
用
正
。
非
同
県
非
俗
名
震
髄
正
、
民
之
奥
俗
目
矯
用
正
。
所
以
然
者
、
諸
法
寅
相
、
言
亡
慮
絶
、
未
曾
民
俗
、
故
名
之
篤
醐
回
、
絶
諸
偏
邪
、
目
之
矯
正
、
放
言
位
正
。
所
言
用
正
者
、
位
絶
名
言
、
物
無
由
悟
、
雌
非
有
無
、
強
設
民
俗
、
故
名
鴛
用
。
此
巽
之
典
俗
、
亦
不
偏
邪
、
目
之
矯
正
、
故
名
用
正
也
。
(
7
b
 
と
、
体
正
用
正
と
も
表
現
さ
れ
る
。
こ
と
ば
に
よ
る
教
え
で
あ
る
真
俗
二
諦
が
、
中
道
の
理
を
表
わ
す
方
便
と
し
て
の
働
き
を
も
つ
た
め
に
は
、
有
と
設
か
れ
無
(
空
)
と
設
か
れ
る
背
後
に
、
非
有
非
無
な
る
真
実
相
の
悟
得
が
、
前
提
と
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
体
中
で
あ
る
非
有
非
無
が
前
提
と
さ
れ
て
こ
そ
、
有
あ
る
い
は
無
(
空
)
と
説
か
れ
る
真
俗
二
諦
が
、
中
道
の
理
を
表
わ
す
指
標
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
、
用
中
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
少
し
立
ち
か
え
っ
て
考
、
え
て
み
る
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
真
実
相
で
あ
る
非
有
非
無
の
悟
得
が
、
言
教
の
真
俗
ニ
諦
の
成
立
に
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
真
実
相
を
未
だ
悟
り
え
て
い
な
い
凡
夫
衆
生
が
、
真
俗
の
二
諦
を
真
実
を
表
わ
す
方
便
だ
と
わ
き
ま
え
て
、
不
二
中
道
の
理
を
悟
る
こ
と
は
、
果
し
て
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
未
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ
一
介
の
修
道
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
吉
蔵
の
思
考
を
た
ど
っ
て
み
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
逢
着
す
る
の
も
至
極
当
然
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
方
途
と
し
て
は
、
二
諦
を
「
有
方
便
」
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
が
、
自
己
の
機
械
に
本
来
的
に
あ
る
、
と
信
ず
る
以
外
に
は
無
い
よ
う
に
思
え
る
。
畢
覚
、
吉
蔵
の
意
識
の
中
心
は
、
一
介
の
修
道
者
と
し
て
の
己
れ
で
は
な
く
て
、
一
個
の
説
法
者
と
し
て
の
己
れ
の
立
場
の
確
立
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
、
吉
90 
蔵
教
学
の
も
っ
て
い
た
問
題
点
の
一
つ
を
、
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
っ
た
ん
コ
ニ
論
玄
義
』
の
所
説
に
も
ど
ろ
う
。
仏
・
菩
薩
に
よ
っ
て
、
真
俗
二
諦
の
形
を
と
っ
て
開
示
さ
れ
る
教
え
は
、
人
々
の
機
根
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
閉
じ
く
こ
と
ば
を
仮
り
て
説
く
と
し
て
も
、
そ
の
「
仮
り
」
の
意
味
は
、
多
様
な
る
機
根
と
の
接
し
方
に
よ
っ
て
、
様
々
に
異
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
吉
蔵
は
そ
こ
で
、
仮
り
そ
め
の
言
説
に
つ
い
て
、
四
仮
の
義
を
立
て
る
。
一
切
諸
法
、
蜂
並
是
恨
、
領
其
要
用
、
凡
有
四
門
。
縁
仮
、
三
針
株
仮
、
四
就
繰
俄
也
。
一
、
因
縁
仮
者
、
如
空
有
二
諦
。
有
不
自
有
、
因
空
故
有
、
空
不
自
空
、
因
有
放
空
白
故
空
有
是
因
縁
仮
義
也
。
二
、
随
縁
儒
者
、
如
随
三
釆
根
性
、
説
三
来
教
門
也
。
三
、
針
線
仮
者
、
如
針
治
常
、
説
於
無
常
、
針
治
無
常
、
是
故
説
常
。
四
、
就
線
偲
者
、
外
人
執
有
諸
法
、
諸
仰
菩
薩
、
就
彼
推
求
、
検
党
不
得
、
名
就
繰
限
。
(
m
a
)
一
因
縁
仮
、
二
随
因
縁
仮
と
は
、
諸
法
の
因
縁
関
係
を
説
く
も
の
、
随
織
仮
と
は
、
人
々
の
機
根
の
違
い
に
沿
っ
て
説
く
も
の
、
対
総
仮
と
は
、
人
々
が
執
著
し
て
い
る
偏
見
に
対
し
て
逆
の
こ
と
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
偏
見
を
打
ち
破
る
も
の
、
就
縁
仮
と
は
、
人
々
が
固
執
し
て
い
る
偏
見
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
れ
が
成
り
立
ち
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
、
人
々
を
悟
り
へ
と
導
こ
う
と
す
る
説
き
方
、
で
あ
る
。
こ
の
四
仮
の
義
は
、
真
俗
二
締
を
、
機
根
へ
の
対
し
方
と
い
う
観
点
か
ら
、
と
ら
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
用
中
と
規
定
さ
れ
た
真
俗
二
部
も
、
四
仮
の
義
に
対
応
し
て
、
四
中
の
義
に
聞
か
れ
る
こ
と
と
介
す
令
。所
言
四
中
者
、
制
封
偏
中
、
議
偏
中
、
絶
待
中
、
成
俄
中
也
。
封
偏
中
者
、
封
大
小
皐
人
断
哨
偏
病
、
是
故
説
釣
偏
中
也
。
議
偏
中
者
、
大
小
皐
人
有
於
断
常
偏
病
、
則
不
成
中
、
偏
病
若
蓋
、
則
タ
目
下
呂
刷
出
1
0
・・::
絶
待
中
者
、
本
針
偏
病
、
是
故
有
中
、
偏
病
既
除
、
中
亦
不
立
、
非
中
非
偏
、
同
時
出
庭
衆
生
、
強
名
偽
中
、
初
絶
待
中
oa---
成
恨
中
者
、
有
無
偶
限
、
非
有
非
無
潟
中
、
由
非
有
非
無
、
故
説
有
無
、
如
此
之
中
、
混
成
於
仮
、
説
成
眼
中
也
。
(
U
b
l
c
)
か
く
中
に
つ
い
て
四
種
の
義
を
立
て
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
唯
一
の
中
道
の
理
を
、
衆
生
の
機
根
の
多
様
な
あ
り
よ
う
に
即
し
て
と
ら
え
直
し
た
も
の
で
、
中
で
あ
る
点
で
は
同
一
で
あ
り
、
互
い
に
優
劣
の
速
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
対
偏
中
は
前
の
対
織
仮
に
、
尽
偏
中
は
、
就
総
仮
に
、
絶
待
中
は
因
縁
仮
に
、
成
仮
中
は
随
縁
仮
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
コ
ニ
論
玄
義
』
で
は
、
こ
と
ば
に
よ
る
教
え
で
あ
る
こ
諦
が
、
中
道
的
理
を
前
提
と
し
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
れ
を
人
々
の
多
様
な
機
根
に
即
し
て
四
つ
の
中
仮
の
義
に
開
き
、
仮
り
そ
め
の
教
え
と
機
根
と
の
対
応
の
具
令
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
こ
に
『
一
二
諭
玄
義
』
の
特
徴
が
あ
加
。
人
々
の
側
に
、
機
根
に
応
じ
た
種
々
の
迷
い
、
偏
見
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
様
々
に
異
な
る
教
え
が
あ
る
わ
け
で
、
人
々
の
迷
い
、
偏
見
が
無
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
方
便
で
あ
る
教
え
も
必
要
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
三
論
教
学
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
破
邪
即
顕
正
も
、
こ
の
仮
り
そ
め
の
言
教
と
人
々
の
機
棋
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
導
き
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
コ
ニ
論
玄
義
』
と
い
う
著
作
自
体
、
他
の
内
外
務
学
派
の
町
迷
執
を
破
る
こ
と
に
多
く
の
意
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
高
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
以
前
の
二
科
五
時
町
教
相
判
釈
に
対
抗
す
る
批
判
で
あ
る
。
即
ち
、
吉
臓
は
、
仏
の
経
典
を
五
つ
の
時
点
、
で
J
山
分
け
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
大
小
二
教
に
の
み
分
け
る
べ
き
だ
と
す
る
。
の
一
但
脇
立
大
小
二
教
、
不
服
制
於
五
時
f
・・
間
一
、
但
教
菩
龍
、
不
化
聾
問
、
詞
華
般
経
也
。
時
二
、
但
化
時
間
、
不
教
菩
階
、
調
三
撃
者
。
け
三
、
額
教
菩
薩
、
密
化
二
乗
、
大
品
以
上
、
法
華
之
前
、
諸
大
乗
教
也
0
・
ヰ
四
、
顕
教
師
菌
、
頴
霊
長
、
法
華
教
-
也
O
(
以
下
略
)
(
5
b
l
c
)
柑
古
忠
誠
は
、
仏
の
教
え
を
受
け
る
人
々
の
機
根
を
、
大
乗
と
小
乗
と
の
帽
二
つ
に
大
別
し
、
そ
れ
に
「
顕
教
」
と
「
密
化
す
と
い
う
教
え
方
の
速
い
を
か
ら
ま
せ
て
、
独
自
の
経
典
観
を
唱
え
る
。
こ
の
大
小
二
乗
9
に
分
か
つ
こ
と
自
体
、
有
と
無
と
い
う
相
反
す
る
二
者
に
よ
っ
て
展
関
さ
れ
る
一
吉
教
の
二
部
論
と
、
同
様
の
発
想
で
あ
る
の
だ
が
、
機
畑
山
に
「
顕
教
」
「
密
化
」
と
い
う
教
え
方
の
迷
い
が
か
ら
ん
で
く
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
ふ
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
機
根
の
可
変
性
に
つ
い
て
の
考
察
も
、
明
確
に
検
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
我
々
は
そ
れ
を
、
後
期
長
安
時
代
の
著
作
『
中
間
論
疏
』
(
T
-
G
)
に
見
る
で
あ
ろ
う
。
又
、
意
外
な
こ
と
に
、
可
中
観
論
疏
』
で
は
、
『
三
諭
玄
義
』
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
中
仮
の
義
に
か
か
わ
っ
て
、
「
中
仮
師
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
、
鋭
い
批
判
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
私
自
身
、
中
と
仮
と
を
不
断
に
重
層
的
に
述
ね
て
い
く
中
仮
の
論
理
こ
そ
、
吉
蔵
数
学
の
核
心
を
な
す
論
理
と
考
え
る
の
で
あ
る
側
、
然
る
に
「
中
観
論
疏
』
で
は
逆
に
、
「
中
仮
師
」
会
手
般
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
識
の
ど
の
よ
う
な
立
場
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ニ
諦
論
の
展
開
H
|
『
中
観
論
疏
』
を
材
料
に
前
節
ま
で
で
、
吉
蔵
教
学
に
お
い
て
は
、
真
俗
二
締
が
中
道
の
理
を
表
す
手
段
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
、
従
っ
て
人
々
に
お
い
て
は
、
二
訴
に
執
着
せ
ず
に
ニ
締
を
並
観
ず
る
こ
と
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
は
因
縁
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
そ
こ
で
っ
か
ま
れ
た
中
道
的
理
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
と
ば
に
よ
る
仮
り
そ
め
の
教
え
と
し
て
の
真
俗
二
諦
が
、
初
め
て
成
り
立
ち
う
る
と
考
、
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
間
出
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
や
事
態
が
、
因
縁
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
八
不
の
教
え
に
よ
っ
て
説
き
明
か
さ
れ
る
。
八
不
と
は
、
『
中
論
』
冒
頭
の
備
で
言
わ
れ
る
、
「
不
生
不
滅
⑬
 
不
常
不
断
不
一
不
具
不
来
不
出
」
と
い
う
八
つ
の
一
不
」
で
あ
る
。
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
こ
の
八
不
に
即
し
て
中
道
を
悟
得
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
八
不
中
道
が
三
論
教
学
の
柱
の
一
つ
と
さ
れ
る
所
以
も
、
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
八
不
は
、
因
縁
を
正
し
く
説
き
明
か
す
教
え
で
あ
る
が
、
こ
の
八
不
の
教
え
に
つ
い
て
、
一
言
い
か
え
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
因
縁
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
人
々
が
見
失
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
問
、
得
失
八
不
、
凡
有
幾
人
。
答
、
:
失
人
四
者
。
一
、
鈍
根
起
愛
衆
生
。
・
:
有
限
倒
病
、
不
知
是
病
、
不
知
救
泊
。
二
、
利
根
起
見
外
道
。
:
・
知
其
是
摘
、
欲
求
救
治
、
但
服
邪
薬
、
即
奮
病
不
除
、
更
増
新
病
ロ
三
、
郎
此
愛
見
衆
生
、
週
心
事
例
小
乗
之
教
、
但
薄
一
一
服
鈍
根
、
逢
成
三
夫
。
一
、
得
語
不
得
意
。
開
設
小
乗
名
、
故
云
得
語
、
不
知
設
小
過
大
、
守
指
忘
月
、
故
名
失
意
。
二
者
、
語
意
倶
失
。
・
コ
一
者
、
保
執
小
来
、
建
誘
方
等
。
四
者
、
卸
此
小
乗
人
、
廻
心
事
大
来
、
亦
有
三
失
。
一
、
得
諾
不
得
意
。
開
設
大
、
作
大
解
、
成
有
所
得
大
、
不
知
是
因
縁
仮
名
小
大
、
潟
表
非
大
非
小
、
故
名
矯
失
。
二
者
、
語
意
倶
失
。
・
・
・
三
者
、
保
執
大
来
、
途
撤
無
小
。
・
・
・
(
幻
b
l
c
)
前
二
者
は
、
仏
の
教
え
に
ふ
れ
ず
、
又
ふ
れ
よ
う
と
も
思
わ
ず
、
あ
る
い
は
仏
以
外
の
教
え
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
か
ら
迷
い
に
陥
っ
て
い
る
者
、
後
二
者
は
、
仏
の
教
え
を
受
け
て
は
い
る
が
、
そ
の
教
え
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
あ
る
い
は
そ
の
教
え
に
執
着
し
た
結
果
、
迷
い
に
陥
っ
て
い
る
者
を
雪
守
フ
。
仏
・
菩
薩
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
ば
を
仮
り
て
教
え
を
設
さ
出
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
種
々
の
教
え
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
ひ
と
ま
ず
大
小
二
乗
の
教
え
に
大
別
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
大
小
乗
の
教
え
の
区
別
は
、
然
至
道
未
曾
大
小
。
但
赴
大
小
雨
縁
故
、
明
大
小
雨
教
。
今
因
此
大
小
、
以
悟
非
大
非
小
。
(
u
a
)
と
い
う
よ
う
に
、
機
根
の
速
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
正
道
未
曾
大
小
。
矯
衆
生
故
、
設
於
大
小
。
一
往
大
小
相
望
、
則
小
銭
方
使
、
大
是
民
賞
。
若
望
道
非
大
非
小
、
則
大
小
倶
是
方
便
。
(
m
b
)
一
応
、
大
乗
が
真
実
の
教
え
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
小
乗
は
方
便
の
教
え
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
中
道
の
理
か
ら
見
れ
ば
、
大
小
乗
の
教
え
と
も
に
、
実
は
仮
り
そ
め
の
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
仏
・
菩
薩
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
が
、
一
応
大
小
乗
二
教
に
整
理
で
き
る
と
し
て
、
前
節
で
、
「
顕
教
」
「
密
化
」
と
い
う
教
え
方
の
違
い
と
し
て
ふ
れ
た
よ
う
に
、
大
乗
の
教
え
は
大
乗
の
機
根
の
人
だ
け
に
、
野)
小
乗
の
教
え
は
小
乗
の
機
根
の
人
だ
け
に
、
も
の
で
は
な
い
。
問
、
龍
樹
矯
何
人
、
健
破
大
小
、
健
申
雨
教
。
答
、
略
震
因
縁
。
一
者
、
馬
事
大
失
大
故
、
破
大
申
大
。
直
往
菩
薩
。
ニ
者
、
第
小
紋
而
申
大
教
。
以
封
執
小
乗
降
雨
大
道
故
、
須
破
小
而
明
於
大
。
:
迦
小
入
大
之
人
。
三
者
、
篤
九
十
六
種
外
道
、
執
邪
降
大
乗
之
正
故
、
破
邪
申
正
。
四
者
、
四
依
(
菩
薩
)
矯
未
曾
準
大
小
乗
内
外
之
線
、
如
始
出
家
ニ
衆
及
在
家
二
衆
、
局
此
衆
生
、
直
論
大
法
、
令
其
取
悟
。
次
申
小
来
、
亦
矯
凹
縁
。
一
、
矯
磐
小
乗
失
小
故
、
破
小
申
小
。
二
、
焼
破
外
道
陣
於
小
来
、
令
掴
邪
入
正
。
三
、
潟
大
乗
菩
薩
、
申
於
小
教
。
自
有
菩
薩
解
大
而
未
通
小
。
四
、
矯
未
曾
磐
大
小
内
外
之
入
、
直
属
設
小
乗
教
、
令
其
悟
小
乗
道
呆
也。
(
8
a
l
b
)
働
き
か
け
う
る
左
い
う
高面側町観理時
大
衆
・
小
乗
の
教
、
え
そ
れ
ぞ
れ
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
機
根
の
人
に
資
す
凶
る
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
じ
く
小
乗
の
機
に
根
、
大
衆
の
機
根
で
あ
る
と
い
っ
て
も
一
様
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
刊
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
が
考
、
え
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
人
々
の
陥
っ
て
咽
い
る
迷
い
も
、
さ
ま
ざ
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
93 
綿
列
四
種
障
、
隠
於
大
来
。
一
、
外
道
陣
中
之
重
、
陣
中
之
遠
。
二
、
小
乗
陣
中
之
次
。
三
、
有
所
得
大
来
、
降
無
所
得
。
四
、
無
明
都
不
職
大
小
、
而
昔
本
有
大
乗
根
性
、
菩
薩
篤
之
設
大
。
小
亦
有
四
極
障
。
一
、
外
道
。
二
、
有
所
得
小
。
三
、
偏
執
大
、
以
大
斥
小
。
四
、
無
明
都
不
識
大
小
。
(
B
b
 
仏
・
菩
薩
の
教
え
に
対
し
て
各
人
が
と
る
態
度
の
違
い
は
、
か
く
多
岐
に
わ
た
る
。
未
だ
仏
・
菩
離
の
教
え
に
接
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
既
に
以
前
か
ら
大
乗
の
機
根
を
有
し
て
い
た
篤
に
、
す
ぐ
に
大
乗
の
教
え
に
感
応
す
る
者
が
い
れ
ば
、
小
乗
の
教
え
を
経
た
後
に
、
初
め
て
大
乗
の
教
え
を
理
解
で
き
る
者
も
あ
り
、
又
逆
に
、
も
と
も
と
は
大
乗
の
機
根
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
小
乗
の
教
え
を
受
け
て
い
る
芦
帥
(
m
b
)
も
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
、
『
三
論
玄
義
』
で
見
ら
れ
た
「
顕
教
」
「
密
化
」
と
い
う
教
、
正
方
の
速
い
の
あ
ら
わ
れ
が
、
人
々
の
機
根
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
へ
と
波
及
し
て
、
更
に
細
か
く
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
機
根
の
時
間
的
な
変
化
に
つ
い
て
も
、
明
確
に
顧
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
乗
・
大
来
的
教
え
そ
れ
ぞ
れ
に
、
特
定
の
機
根
の
人
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
の
機
恨
の
人
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
働
き
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
、
吉
蔵
の
こ
の
考
え
方
は
、
天
台
数
学
の
考
え
方
と
94 
通
じ
る
一
面
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
胸
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
話
し
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
は
、
前
節
で
も
ふ
れ
た
こ
と
だ
が
、
吉
蔵
以
前
の
教
相
判
釈
の
範
鴫
に
お
い
て
、
頓
教
と
漸
教
と
い
、
7
大
き
な
枠
組
の
中
で
、
特
に
漸
教
の
内
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
種
々
の
仏
典
の
価
値
を
、
仏
典
そ
れ
ぞ
れ
に
、
仏
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
な
い
人
々
を
も
含
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
機
根
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
自
由
に
と
ら
え
直
そ
う
と
し
た
吉
蔵
の
態
度
に
、
注
目
す
る
の
み
で
あ
ヲ
匂
。
こ
の
よ
う
に
、
『
中
観
論
F
で
は
、
機
根
の
あ
り
ょ
う
H
h
対
す
る
分
析
が
以
前
よ
り
更
に
細
か
く
な
さ
れ
、
又
、
機
根
の
時
間
的
変
化
に
つ
い
て
の
検
証
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
は
一
方
、
人
々
の
機
根
と
、
こ
と
ば
に
よ
る
教
、
え
と
し
て
の
真
俗
二
諦
、
及
び
中
道
の
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
所
論
に
、
変
化
発
展
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
既
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
吉
蔵
の
教
学
に
お
い
て
は
、
因
縁
を
設
さ
明
か
す
八
不
の
教
え
に
即
し
て
中
道
の
理
を
悟
得
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
因
縁
1
八
不
l
中
道
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
八
不
の
教
、
λ
は
、
中
道
の
理
を
表
わ
す
手
段
と
し
て
の
真
俗
二
諦
論
の
適
用
を
受
け
て
、
三
極
の
中
道
と
し
て
設
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
中
是
所
詮
之
理
、
論
是
能
詮
之
教
。
・
:
所
詮
之
中
、
則
三
極
中
道
、
世
諦
中
・
民
諦
中
・
非
民
非
俗
中
。
能
詮
之
教
、
却
論
此
三
中
。
(
2
a
)
三
種
の
中
道
と
は
、
世
諦
中
道
・
真
諦
中
道
・
非
真
非
俗
(
ニ
諦
合
明
)
中
道
で
あ
る
が
、
今
、
八
不
の
教
え
の
う
ち
、
「
不
生
不
滅
」
の
二
不
を
例
に
と
っ
て
、
三
種
の
中
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
然
非
生
非
不
生
、
既
是
中
道
、
而
生
而
不
生
、
印
是
仮
名
。
此
仮
生
俄
不
生
、
却
是
二
諦
。
故
以
無
生
滅
生
滅
、
以
局
世
論
。
以
生
滅
無
生
滅
、
馬
第
一
義
諦
。
然
恨
生
、
不
可
言
生
、
不
可
言
不
生
、
即
是
世
諦
中
道
。
仮
不
生
、
不
可
言
不
生
、
不
可
言
非
不
生
、
名
矯
民
諦
中
道
。
此
是
二
諦
各
論
中
道
。
然
世
諦
生
滅
、
是
無
生
滅
生
滅
、
第
一
義
無
生
滅
、
是
生
滅
無
生
滅
。
然
無
生
滅
生
滅
、
宣
是
生
滅
、
生
滅
無
生
滅
、
宣
是
無
生
滅
。
故
非
生
滅
非
無
生
滅
、
名
二
諦
合
明
中
道
也
。
(
M
N
e
-
-
a
)
中
道
的
理
は
、
も
と
も
と
生
と
か
不
生
と
か
い
う
固
定
的
限
定
的
概
念
で
と
ら
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
が
、
人
々
に
対
し
て
は
、
仮
り
に
生
と
か
不
生
と
か
い
っ
た
こ
と
ば
で
説
き
明
か
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
が
二
諦
の
教
、
λ
で
あ
る
。
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
、
時
々
刻
々
、
生
ま
れ
出
て
は
滅
し
去
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
因
縁
関
係
の
上
か
ら
仮
り
に
生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
生
じ
た
り
減
し
た
り
す
る
固
定
的
な
本
質
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
仮
り
の
生
仮
り
の
滅
に
対
し
て
、
世
諦
中
道
は
不
生
・
不
滅
と
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
諦
で
は
、
世
諦
が
仮
り
に
生
・
滅
と
設
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
と
の
相
待
的
な
関
係
か
ら
、
真
諦
は
こ
れ
も
仮
り
に
不
生
・
不
滅
と
設
か
れ
る
。
こ
の
仮
り
の
不
生
・
仮
り
の
不
滅
に
対
し
て
、
真
部
の
中
道
は
非
不
生
・
非
不
滅
と
表
現
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
も
や
は
り
仮
り
の
謂
に
す
ぎ
ず
、
更
に
世
諦
と
真
諦
と
の
両
者
の
相
待
的
な
関
係
を
ふ
ま
え
て
、
二
諦
合
明
の
中
道
が
非
生
滅
・
非
不
生
滅
と
設
か
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
設
か
れ
る
三
種
の
中
道
は
、
真
俗
二
諦
の
枠
内
で
だ
け
考
え
て
み
る
と
、
三
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
中
道
の
理
を
正
し
く
表
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
衆
生
の
機
根
と
ピ
タ
リ
と
相
応
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
教
設
と
し
て
十
分
に
完
結
し
て
い
る
と
、
一
見
思
え
る
け
れ
ど
も
、
実
は
、
世
諦
中
道
か
ら
真
諦
中
道
へ
、
真
諦
中
道
か
ら
二
諦
A
ロ
明
の
中
道
へ
と
、
悟
得
の
あ
り
方
が
次
第
に
深
化
し
て
い
く
構
造
を
高
と
っ
て
い
る
。
下
そ
し
て
、
吉
蔵
は
更
に
、
こ
の
三
種
の
中
道
を
説
き
明
か
す
に
際
側
し
て
、
中
道
の
理
に
立
脚
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
ば
を
仮
り
て
、
仏
・
丹
菩
薩
の
教
え
が
設
き
出
さ
れ
る
過
程
を
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
段
瑚
階
で
説
明
す
る
。
其ヲ匂f
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e何
ら
か
の
固
定
的
な
本
質
を
持
つ
有
無
と
い
う
も
の
を
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
非
有
非
無
を
中
道
と
設
く
。
ー
仮
前
中
義
。
仏
の
教
え
に
ふ
れ
て
い
な
い
外
道
が
、
非
有
非
無
と
設
か
れ
る
の
を
聞
い
て
、
真
俗
二
諦
の
教
え
も
無
い
の
だ
と
誤
解
す
る
の
に
対
処
し
て
、
有
無
の
二
諦
を
説
い
て
そ
の
誤
解
を
破
る
。
ー
中
後
仮
義
⑤
仮
り
に
設
か
れ
た
有
無
の
二
諦
は
、
あ
く
ま
で
も
因
縁
l
中
道
を
明
ら
め
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
何
ら
か
の
本
質
を
持
つ
有
無
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
め
る
。
l
用
中
を
明
か
す
⑮
仮
り
に
設
か
れ
た
有
無
の
C
H
聞
を
転
じ
て
、
不
二
中
道
の
理
(
体
中
)
を
明
ら
め
る
。
l
仮
後
中
義
(
日
b
i
c
)
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
中
」
「
仮
」
の
義
に
つ
い
て
は
、
既
に
コ
ニ
諭
玄
義
』
の
所
論
を
分
析
す
る
中
で
少
し
く
ふ
れ
た
が
、
『
中
観
論
疏
』
で
は
、
三
種
の
中
道
的
設
明
に
即
し
な
が
ら
、
中
と
仮
と
の
成
立
の
事
情
が
、
更
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
仮
は
中
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
中
は
仮
に
よ
っ
て
明
ら
め
ら
れ
る
と
い
う
、
相
待
的
な
関
係
に
あ
る
。
も
と
も
と
、
中
道
の
理
は
、
有
と
か
無
と
か
と
い
う
概
念
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
、
無
限
定
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
て
、
有
あ
る
い
は
無
と
い
う
限
定
さ
れ
た
形
で
、
そ
の
一
面
が
す
べ
て
で
あ
る
と
誤
ま
っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
士
口
蔵
は
、
そ
う
い
っ
た
人
々
の
限
定
的
な
中
道
認
識
に
対
し
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
の
あ
り
よ
う
に
立
脚
し
な
が
ら
、
仮
↓
中
↓
仮
↓
中
・
と
い
う
、
不
断
に
対
者
に
転
換
し
つ
つ
次
第
に
深
化
し
て
い
く
、
可
変
的
な
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
中
道
を
表
す
指
標
と
し
て
読
み
か
え
て
い
こ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
吉
蔵
の
真
理
観
の
特
徴
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
中
仮
の
論
理
は
、
蔵
の
二
締
論
、
機
根
論
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
分
析
し
て
き
た
吉
経
典
観
す
べ
て
の
骨
組
を
形
作
っ
て
い
る
96 
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
に
指
摘
注
意
し
て
お
い
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
中
仮
の
論
理
に
か
か
わ
っ
て
、
『
中
観
論
疏
』
の
随
所
で
見
ら
れ
る
、
「
中
仮
師
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
へ
の
批
剣
に
つ
い
て
、
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
中
仮
姉
」
と
は
一
体
ど
う
い
う
立
場
に
立
つ
人
人
で
、
士
口
蔵
は
彼
ら
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
っ
か
。
中
仮
師
間
俄
作
仮
解
、
亦
須
破
此
限
。
・
本
魚
釣
性
故
設
俄
、
令
其
姐
悟
耳
。
而
建
捨
性
存
仮
、
調
決
定
。
震
是
心
有
所
依
故
、
永
不
見
倒
。
宜
須
破
之
ロ
(
お
b
l
c
)
仮
り
に
有
と
か
無
と
か
設
か
れ
る
教
え
は
、
あ
く
ま
で
も
中
道
の
理
を
説
き
明
か
す
た
め
の
方
便
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
勺
中
仮
師
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
仮
り
そ
め
の
も
の
で
あ
る
と
設
か
れ
る
の
を
聞
い
て
、
そ
れ
に
執
着
し
て
、
一
切
を
仮
り
で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
仮
名
に
は
行
っ
た
り
来
た
り
と
い
う
変
化
が
認
め
ら
れ
る
が
中
道
に
は
無
い
J
M
C
)
と
か
、
窮
極
の
浬
⑬
 
般
市
は
二
諦
を
超
え
出
た
と
こ
ろ
に
存
す
る
(
即
c
i
m
a
)
な
ど
と
誤
解
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
本
来
、
中
道
の
珪
を
設
く
た
め
の
方
便
と
し
て
仮
名
が
立
て
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
一
往
、
中
と
仮
と
を
分
か
つ
と
は
い
え
、
中
と
仮
と
は
あ
く
ま
で
も
相
待
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
中
も
仮
も
無
く
な
っ
た
時
に
お
い
て
こ
そ
初
め
て
中
道
の
理
が
悟
得
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
仮
名
で
あ
る
言
教
に
し
が
み
つ
い
て
も
い
け
な
い
し
、
言
教
の
二
諦
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
中
道
の
理
を
求
め
て
も
い
け
な
い
。
号
一
司
教
の
二
諦
は
、
人
々
の
種
々
の
機
根
に
即
応
し
て
設
か
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
と
ば
に
よ
る
か
り
そ
め
の
教
え
が
、
人
々
の
機
根
と
ピ
タ
リ
と
相
応
し
た
と
こ
ろ
で
、
中
道
の
理
が
悟
得
さ
れ
る
。
中
道
の
理
と
言
教
と
は
、
実
践
主
体
で
あ
る
人
々
の
機
根
に
お
い
て
、
相
即
不
二
の
関
係
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
回
、
吉
蔵
教
学
の
目
ざ
し
た
も
の
以
上
、
吉
蔵
の
三
諭
教
学
に
お
け
る
主
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
二
諦
論
に
つ
い
て
、
特
に
機
根
と
悟
り
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
る
問
題
に
視
点
を
す
え
て
、
そ
の
展
開
の
相
を
概
観
し
て
み
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
ふ
ま
、
え
て
、
吉
蔵
教
学
の
目
ざ
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
、
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
土
問
蔵
教
学
は
、
「
無
所
得
」
す
な
わ
ち
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
を
根
本
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
個
々
の
衆
生
の
心
性
の
あ
り
よ
う
に
お
い
て
、
確
立
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
音
蔵
は
、
特
に
二
部
論
の
展
開
に
お
い
て
、
人
々
の
機
根
の
あ
り
よ
う
に
着
目
し
て
い
く
中
で
、
人
々
が
現
実
世
界
で
形
成
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
限
定
的
な
認
識
の
様
態
に
対
し
、
仮
↓
申
J
仮
↓
中
:
と
い
う
不
断
に
う
つ
り
変
わ
っ
て
い
く
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
仏
・
菩
磁
の
教
え
の
範
鴫
の
中
に
組
み
入
れ
、
不
二
の
中
道
の
理
を
表
す
指
標
と
し
て
読
み
か
え
主
っ
と
し
た
。
そ
こ
で
は
、
い
っ
た
ん
こ
と
ば
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
固
着
さ
れ
た
人
々
の
認
識
の
あ
り
ょ
う
が
、
次
々
と
仮
り
の
意
味
に
転
ぜ
ら
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
中
道
の
悟
得
も
、
次
第
に
深
化
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
吉
蔵
の
三
論
教
学
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
吉
政
自
身
の
意
図
は
、
現
実
世
界
め
す
べ
て
の
も
の
の
あ
り
よ
う
に
即
し
て
、
そ
こ
に
仮
な
る
意
味
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
一
色
一
香
、
無
非
中
道
」
と
い
う
、
す
べ
て
の
も
の
が
真
理
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
存
在
す
る
仏
国
土
の
実
現
を
目
ざ
す
点
に
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
同
時
に
、
彼
自
身
の
意
図
に
か
か
わ
り
な
く
、
吉
蔵
の
教
学
は
、
人
々
の
現
実
世
界
で
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
肯
定
し
よ
う
と
す
る
傾
高
向
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
現
実
の
社
会
体
制
へ
の
相
依
・
而
追
従
の
危
険
性
を
秘
め
て
い
た
と
論
評
で
き
よ
う
。
J
川
又
、
主
席
は
、
そ
の
著
作
の
随
所
で
、
自
己
の
心
性
の
あ
り
ょ
う
の
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
る
こ
と
(
観
心
)
の
重
要
性
を
設
い
て
は
い
羽
九国
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
詳
論
す
る
こ
と
は
な
い
。
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
時
畢
覚
、
一
見
相
矛
盾
す
る
か
に
見
え
る
諸
々
の
仏
典
的
種
々
の
教
設
附
を
、
釈
迦
一
仏
の
説
法
と
人
々
の
機
根
と
の
相
応
と
い
う
観
点
か
ら
、
江
何
と
か
整
合
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
点
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
刷
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
吉
蔵
の
三
論
教
学
も
ま
た
、
そ
れ
以
前
帽
の
伝
統
的
な
教
学
の
枠
を
、
大
き
く
ふ
み
出
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
個
々
の
衆
生
の
心
性
の
あ
り
よ
う
に
着
目
し
た
点
で
、
一
分
の
新
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
徹
底
し
て
考
察
を
加
え
て
い
野)97 
く
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
、
表
現
と
し
て
の
繁
雄
き
・
晦
渋
さ
を
、
将
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
吉
蔵
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
三
論
教
学
の
系
譜
は
、
彼
れ
の
後
、
独
自
の
流
れ
を
形
成
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
思
惟
方
法
は
、
他
の
仏
教
諸
学
派
の
思
惟
方
法
の
奥
深
く
、
沈
潜
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
の
み
な
ら
ず
、
折
し
も
六
朝
末
と
い
う
三
教
交
渉
の
時
代
思
潮
の
只
中
に
あ
っ
て
、
道
教
の
側
に
も
と
り
こ
ま
れ
な
が
ら
、
中
国
的
思
惟
の
一
つ
の
「
か
た
ち
」
と
し
て
息
づ
い
て
ゆ
く
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
所
謂
空
観
仏
教
と
し
て
の
三
論
教
学
の
評
価
、
及
ぴ
、
三
論
教
学
と
他
の
諸
思
想
と
の
交
渉
の
実
態
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
段
に
な
る
と
、
い
き
お
い
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
衆
生
の
機
根
に
立
脚
し
て
、
中
仮
の
論
理
を
媒
介
と
し
て
展
開
す
る
、
士
ロ
蔵
の
悟
り
の
考
え
方
は
、
中
国
在
来
の
伝
統
思
想
に
な
い
も
の
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
で
、
後
考
を
侠
た
ざ
る
を
え
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
概
略
を
素
描
し
て
お
こ
う
。
例
え
ば
、
『
荘
子
』
の
万
物
斉
同
論
は
、
世
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
に
相
対
時
し
て
い
る
色
々
な
価
値
づ
け
が
、
相
待
的
な
関
係
の
下
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
点
で
、
基
本
的
な
認
識
で
吉
蔵
と
似
か
よ
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
『
荘
子
』
に
お
い
て
は
、
こ
と
ば
に
対
す
る
不
信
感
が
処
々
で
表
明
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
こ
と
ば
を
、
中
仮
と
8
い
う
構
想
の
下
に
、
悟
り
の
指
標
へ
と
積
極
的
に
転
換
し
て
い
く
こ
Q
d
 
と
は
な
い
。
『
荘
子
』
の
場
合
、
主
と
し
て
、
因
循
を
旨
と
し
た
自
己
の
保
身
が
目
ざ
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
個
々
の
人
々
の
心
性
の
あ
り
よ
う
に
対
し
て
、
深
刻
な
反
省
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
貌
膏
の
際
に
、
『
荘
子
注
』
の
形
を
借
り
て
独
自
の
立
場
を
唱
え
た
、
郭
象
の
自
得
安
分
の
思
恕
は
、
万
物
の
お
の
づ
か
ら
然
る
「
分
」
を
考
え
る
点
で
、
羽
子
』
そ
の
も
の
と
は
ま
た
違
っ
た
見
方
を
示
し
て
お
り
、
人
々
の
個
々
の
心
性
の
あ
り
よ
う
に
鋭
い
限
を
向
け
る
端
緒
を
切
り
開
い
た
と
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、
郭
象
の
場
合
も
ま
た
結
局
は
、
各
々
の
分
に
「
自
得
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
お
り
、
個
々
の
心
性
の
可
変
性
に
つ
い
て
は
、
一
言
及
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
関
心
が
う
す
い
。
鳩
摩
羅
什
が
中
国
に
渡
来
し
て
き
で
以
後
、
空
観
仏
教
の
本
旨
が
、
よ
う
や
く
中
国
思
想
界
に
広
く
伝
播
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
道
教
の
側
で
も
、
空
観
の
考
え
方
を
桜
極
的
に
と
り
こ
ん
で
、
自
家
楽
鎚
中
の
物
に
し
て
い
く
。
そ
れ
は
ま
た
、
道
教
が
一
つ
の
宗
教
と
し
て
そ
の
教
理
を
成
熟
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
羅
什
の
弟
子
の
中
で
も
、
解
空
第
一
と
評
さ
れ
た
僧
盛
の
思
想
は
、
三
論
教
学
の
系
譜
の
中
で
も
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
彼
の
手
に
な
る
『
出
世
論
』
は
、
し
ば
し
ば
老
荘
的
言
砕
を
用
い
て
脅
か
れ
て
い
る
が
、
思
想
の
中
味
は
、
そ
の
基
本
的
発
想
に
お
い
て
、
吉
臓
の
考
、
ぇ
方
と
寸
分
違
う
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
士
ロ
臓
は
、
こ
の
『
肇
論
』
の
思
想
内
容
歩
、
っ
け
つ
い
で
、
仏
の
言
設
と
衆
生
の
機
根
と
の
相
応
を
、
中
仮
と
い
う
論
理
的
枠
組
に
あ
て
は
め
て
更
に
細
か
く
跡
づ
け
、
仏
の
教
化
的
普
通
妥
当
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
吉
臓
の
三
論
教
学
的
、
特
に
「
仮
」
に
対
す
る
考
え
方
は
、
同
時
代
の
天
台
教
学
の
三
諦
三
観
思
想
と
共
通
し
た
も
の
を
も
っ
で
お
り
、
ま
た
、
彼
の
「
観
心
」
の
主
張
は
、
吉
蔵
自
身
に
お
い
て
は
未
成
熟
の
ま
ま
終
わ
っ
た
が
、
後
の
唐
代
的
禅
宗
の
立
場
に
立
つ
人
々
の
生
き
ざ
ま
に
、
強
い
杉
響
を
与
え
て
い
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
、
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
〔註〕
①
『
中
論
』
岩
三
・
叙
法
品
「
諸
法
貨
相
者
心
行
言
語
断
、
無
生
亦
無
減
、
収
減
如
担
終
日
(
T
・
初
、
剖
a)
又
、
同
口
川
町
背
目
釈
に
、
「
賀
相
無
戯
論
、
心
相
寂
滅
、
言
語
道
断
ひ
(
お
b
)
と
あ
る
。
②
真
野
正
順
氏
『
仏
教
に
お
け
る
宗
観
念
の
成
立
』
第
二
制
第
一
章
「
中
国
仏
教
に
お
け
る
『
宗
』
観
念
的
発
生
」
中
、
特
に
第
二
節
「
中
図
的
教
判
論
」
で
は
、
中
国
に
お
け
る
教
判
諭
成
立
の
事
怖
が
、
比
較
的
わ
か
リ
や
す
く
概
観
さ
れ
て
い
る
。
③
椴
起
諮
日
氏
「
仏
教
に
お
け
る
宗
教
的
自
覚
機
的
思
起
の
歴
史
的
研
究
」
二
中
国
仏
教
の
研
究
部
二
』
所
収
)
は
、
機
悦
論
内
発
展
の
あ
り
さ
ま
を
、
そ
の
原
初
的
形
態
か
ら
、
宗
教
の
歴
史
的
展
開
の
防
相
山
内
下
に
論
証
し
た
好
論
文
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
官
級
に
関
す
る
論
述
に
乏
し
く
、
そ
の
機
般
論
野)
を
余
り
梢
極
的
に
評
価
し
て
は
い
な
い
。
出
向
蔵
の
三
論
教
学
に
つ
い
て
は
、
平
升
俊
栄
氏
町
大
著
『
中
悶
般
若
忠
松
史
研
究
l
吉
蔵
と
三
論
学
派
!
』
が
あ
り
、
教
諦
・
於
諦
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
特
に
第
二
筒
第
四
章
第
一
節
「
二
綿
相
即
論
」
で
主
に
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
機
根
と
悟
り
の
辿
闘
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
論
ず
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
④
平
井
氏
前
拘
帯
p
m
⑤
キ
丹
氏
前
制
書
P
四
⑥
出
早
崎
町
生
活
、
及
び
彼
町
朝
作
的
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
平
丹
氏
前
拘
卦
第
二
間
序
章
「
菰
神
大
阿
古
蔵
伝
」
、
第
一
章
「
官
践
の
者
作
し
に
よ
る
。
⑦
『
中
論
』
嘩
凹
観
四
諦
口
問
「
諸
例
依
ニ
諦
、
民
難
生
説
法
一
以
世
俗
諦
、
二
第
一
義
諦
U
(
T
・
初
、
犯
C
)
『
摩
詞
般
紫
波
羅
蜜
経
』
巻
二
十
五
・
具
足
ロ
附
「
菩
践
摩
詞
磁
住
二
諦
中
、
鴎
衆
生
説
法
世
論
-
第
一
義
諦
日
(
T
・
8
、
制
a)
⑧
「
次
問
、
既
皆
鳥
願
道
者
、
何
不
回
収
初
印
鴎
設
非
有
非
加
冊
、
令
悟
正
道
、
而
忽
諸
法
判
有
非
無
、
設
有
無
表
不
有
無
、
然
後
令
悟
非
宥
非
加
捕
、
何
乃
迂
迦
者
耶
。
解
一
玉
、
・
明
若
直
読
瓶
衣
等
有
是
世
論
此
賢
聖
民
知
諸
法
皐
党
空
名
坑
諦
、
此
己
愉
潜
不
受
、
明
諸
法
寅
銑
是
有
、
那
智
百
究
党
無
耶
、
此
尚
不
受
、
何
況
設
諸
法
非
是
有
非
是
無
、
立
蛍
信
之
、
属
此
人
故
、
以
方
使
、
於
無
名
相
中
、
似
名
相
設
設
有
赴
凡
諦
、
設
空
是
型
諦
、
令
其
改
凡
撃
型
。
:
若
朗
読
非
有
非
無
、
山
不
畳
、
所
以
方
便
前
設
有
無
、
令
悟
非
有
無
也
日
@
後
期
著
作
『
中
観
論
疏
』
に
見
ら
れ
る
四
重
町
二
諦
は
、
こ
の
三
量
的
二
諦
に
「
言
忘
慮
絶
」
町
段
階
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
⑬
『
二
諦
義
』
に
は
、
「
無
所
得
」
「
無
依
レ
「
ι
無
得
」
と
い
っ
た
表
現
が
意
外
に
見
え
ず
、
む
し
ろ
「
有
方
使
」
と
い
う
表
現
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
二
論
議
』
が
、
真
理
参
表
す
手
段
と
し
て
の
二
諦
を
中
心
テ
l
マ
と
し
て
お
り
、
従
っ
て
二
締
町
教
え
を
受
け
る
人
々
内
態
度
の
あ
り
方
に
重
き
を
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
『
二
諦
義
』
で
「
無
所
得
」
中国中世における真理観的ー側而(高99 
の
主
川
町
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
〈
、
「
有
方
制
限
」
は
「
無
所
得
」
を
別
的
こ
と
ば
で
言
い
か
え
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
⑪
『
二
締
義
』
で
も
、
「
仮
伏
中
断
」
の
義
を
明
ら
か
に
し
(
T
・
品
、
回
C
)
、
則
的
法
則
の
こ
と
ば
の
引
用
と
し
て
凹
仮
町
義
が
み
え
る
が
(
T
品、
m
a
)
、
詳
し
い
説
明
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
機
艇
と
の
対
応
に
つ
い
て
も
十
分
に
は
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
⑬
こ
の
大
小
二
乗
の
経
典
観
に
つ
い
て
は
、
村
中
祐
生
氏
「
高
幹
大
附
コ
一
政
』
義
的
成
立
巧
」
(
『
南
部
仏
教
』
n、
5
川
町
)
で
、
そ
の
起
源
を
も
合
的
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
古
誠
司
教
判
論
的
中
核
が
、
開
寄
凶
句
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
山
は
、
議
し
至
言
で
あ
ろ
う
。
。
中
仮
の
論
理
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
降
存
氏
「
三
論
教
学
に
お
け
る
初
章
中
仮
義
」
上
中
下
(
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
詑
i
M
、
5
岨
i
S
日
)
で
、
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
但
L
、
伊
藤
氏
の
論
考
は
、
結
均
の
『
大
来
四
論
主
義
』
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
直
接
に
官
政
教
学
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
な
く
、
従
っ
て
.
守
政
教
学
に
つ
い
て
論
及
す
る
に
つ
い
て
も
、
悦
重
な
態
度
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
私
は
、
著
作
中
町
論
理
の
展
開
の
日
方
を
見
て
も
、
官
政
教
学
に
お
い
て
も
怨
均
と
同
様
に
、
中
仮
的
論
理
が
中
核
を
な
し
て
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
⑬
『
中
論
』
幸
一
・
鋭
困
級
品
「
不
生
亦
不
滅
、
不
首
亦
不
断
、
不
一
亦
不
具
、
不
来
亦
不
出
、
花
読
是
因
縁
、
挫
口
減
諸
戯
論
、
我
棺
首
組
側
、
諸
説
中
第
一
U
(
T
・却、
-
b
)
⑬
「
野
間
有
凹
桶
、
如
法
楽
論
説
。
ム
一
、
込
菩
提
心
酔
問
、
本
技
大
心
、
退
大
取
小
U
⑬
例
え
一
ば
四
教
(
コ
一
政
教
通
教
別
教
・
回
数
)
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
、
「
四
門
入
理
」
の
主
張
に
、
同
じ
よ
う
な
発
想
が
み
ら
れ
る
。
⑫
J
即
時
有
凶
話
階
級
。
一
者
、
求
性
有
無
、
不
可
得
、
故
云
、
非
有
非
無
名
属
中
道
。
外
人
既
聞
非
有
非
無
、
印
刊
無
復
興
俗
二
諦
、
使
起
断
見
、
是
故
100 
次
設
而
有
而
無
、
以
潟
二
諦
、
按
其
断
心
。
次
欲
額
市
有
而
無
、
明
其
是
中
道
有
無
、
不
向
性
有
無
義
、
故
次
明
二
諦
用
中
、
陸
部
両
性
。
次
欲
斡
偲
有
無
二
、
明
中
道
不
一
一
、
故
明
世
中
。
此
是
播
儲
興
皇
始
末
、
針
由
来
義
、
有
此
四
議
階
級
。
伴
此
定
者
、
解
一
師
立
中
偲
飽
用
意
也
。
又
初
非
性
有
無
以
協
中
者
、
此
是
恨
前
中
義
。
次
市
有
而
無
名
詩
二
部
、
是
中
後
償
義
。
次
般
有
非
有
恨
無
非
無
、
二
締
A
u
明
中
道
者
、
此
是
偲
後
中
義
J
V
⑬
「
中
限
師
云
、
中
道
無
去
来
、
仮
名
有
去
来
U
⑬
「
此
中
仮
師
等
用
訓
有
非
無
局
担
梨
、
亦
是
立
担
鵠
出
二
締
外
、
名
非
有
非
無
U
